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１２月１日（月）に泉ヶ丘のビッグ･アイで開催さ

れた２０２５日産労連ＮＰＯセンター「ゆうらいふ 

２１」主催の「第４９回クリスマスチャリティー公演」

劇団四季のミュージカルに当会の会員３０名がご招

待いただきました。当日の会場は大きなクリスマスツ

リーやサンタクロースのお出迎えで、一足早いクリス

マスの雰囲気に包まれていました。 

このチャリティー公演は、１９７６年から始まり、

日産労連の組合員さんお一人おひとりが毎月１００

円ずつ出し合われた福祉基金を基にＮＰＯセンター

「ゆうらいふ２１」を設立され、２００４年から福祉

活動の一環として、心身にハンディキャップのある子

どもたちに「夢と感動」を届けようと劇団四季の皆さ

んと共に全国で招待公演を開催されています。 

今年の演目は劇団四季の人気のファミリーミュー

ジカル『カモメに飛ぶことを教えた猫』。母を亡くし

た赤ちゃんカモメが自分を卵から温め生ませてくれ

た雌猫をママと思い込む楽しい物語です。 

観劇された会員の方から感想を頂きましたので、ご

紹介いたします。 

「猫たちの激しい踊りの迫力と伸びやかな歌声に

圧倒され、さすが劇団四季だと思いました。猫の中で

育ったため、飛ぶことを知らないカモメに猫たちみん

なで励まして最後には飛ぶことができましたが、途中

でカモメは猫たちが自分を大事に育てるのは自分を

大きくして皆で食べようとしているのではと疑心暗

鬼になったりと気をもむ場面もありましたが、最後に

カモメが飛べた時には息子も「涙が出るほど感動し

た！」と嬉しそうで

した。物語の内容も

とても良いのです

が、劇団四季の方々

が一生懸命歌って

踊ってくださるそ

の姿を見て感動す

るのだと思いまし

た」（東成育成園 酒

匂達也さんのお母

様より） 

「お話の内容も素晴らしく、劇団四季の歌声・ダン

ス・セリフ全てがステキでした。最後に全員で歌う「自

分を信じて」の歌詞で“勇気を出して踏み出そう”が

とても印象に残り、大好きな言葉になりました。」（港

育成園 奥村祐美さんのお母様より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪１月 支部連絡会について≫ 

・日 時：１月２２日（木）１３：００～ 

・場 所：社会福祉センター 第３・第４会議室 

≪２月 支部連絡会について≫ 

・日 時：２月１９日（木）１３：００～ 

・場 所：社会福祉センター 第３・第４会議室 

 

 

 

活動日 内 容 

11/27 啓発キャラバン隊研修会(ＷＥＢ) 

11/29 近畿知的障がい者福祉大会（兵庫県） 

11/30 

仲間づくりの教室 

（長居障がい者スポーツセンター） 

パラスポーツミーティング 

（長居障がい者スポーツセンター） 

12/3 
障害者週間キャラバン隊出発式出発式 

（大阪市役所） 

12/12 障がい理解啓発授業（友渕中学校） 

12/14 
第５２回クリスマスのつどい 

（長居障がい者スポーツセンター） 

活動報告（１１月１６日から１２月１５日まで） 

大阪市育成会会員だより 

２０２５日産労連ＮＰＯセンター「ゆうらいふ２１」 

 『第４９回クリスマスチャリティー公演』に 

 ご招待いただきました 


